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（第7次江別市総合計画）

えべつ未来づくりビジョン
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　このたび、江別市では、「えべつ未来づくりビジョン（第７次江別市総合計画）」を策定し、将来
都市像「幸せが未来へつづくまち　えべつ」を掲げて、令和６（２０２４）年４月から新たなまち
づくりをスタートさせます。

　時代は今、大きな変化の流れの中にあります。

　世界的に見ると、新型コロナウイルス感染症の流行によって生活様式が大きく変化したほか、
地球温暖化に伴い激しさを増す自然災害の多発や、国際紛争によって生じた物価高騰など、
世界・地球規模の出来事が、私たちの身近な生活にも大きな影響を及ぼしています。

　また、日本全体では、少子高齢化の進行と本格的な人口減少が始まっており、直近の国勢調査
結果において人口が増加した本市においても、今後は、この流れを受けて人口が減少していくこ
とを見込んでいます。

　こうした状況から、行財政運営を取り巻く環境についても厳しさを増すことが予想される
ため、人口減少対策などの重要な課題に対し、これまで以上に柔軟かつ大胆に対応しながら、
新しい時代に挑戦し続け、様々な困難を乗り越えていく必要があります。

　今回の計画を策定するにあたっては、市民５，０００人を対象に「まちづくり市民アンケート
調査」を実施したほか、市民の皆様から直接意見を伺う「えべつの未来づくりミーティング」に
おいて、中学・高校・大学生をはじめ、子育て中の方や地域で活躍される方など３０のグループに、
市の若手職員も加わり、まちの課題や未来について意見を交わしました。

　市民参加の取組を通じて得られた意見を踏まえて作成した計画案は、学識経験者や各関係団体
の代表者、市民委員で構成される行政審議会において審議いただいたほか、本計画の基本的な
構想部分については、市議会における審査を経て、議決いただきました。

　このように、本計画は、江別市にかかわる多くの皆様とともに創り上げた大切な計画です。

　これからも「江別市に住んで良かった」、「このまちにずっと住み続けたい」と思っていただける
よう、「えべつ未来づくりビジョン（第７次江別市総合計画）」のもと、市民の皆様と手を取り合い
ながら、着実にまちづくりを進めてまいります。
　
　結びに、本計画の策定にあたり、ご協力いただいた全ての市民の皆様、関係者の皆様に、心から
感謝とお礼を申し上げます。
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